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変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				150																円 エン

						b		R8.4.1～R9.3.31																				300																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						1,000										円 エン				1,100										円 エン

						費用化済資産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		50								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						200										円 エン				350										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						1,300										円 エン				1,400										円 エン				A										円 エン				B		100								円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

																		A										円 エン				C										円 エン								D										円 エン						通算額 ツウサン ガク																																										円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																																										円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										a								ｂ								ｃ								ｄ								e

						☑												B		100								円 エン				F		100								円 エン								G		0								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										150								300								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										100								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										50								300								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得等に充てることで解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク トウ ア カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										50								300								0								0								0								0								円 エン				👈				年度剰余額がある場合、a-eの残存剰余額とDを記載、年度欠損額がある場合、Gで計算したa-eを記載（「暫定残存剰余額（D）」の欄は0）。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク キサイ ネンド ケッソンガク バアイ ケイサン キサイ ラン

				I		解消額 カイショウ ガク										50								10								0								0								0								0								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										0								290								0								0								0								0								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				0																円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		R8.4.1～R9.3.31																				290																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12.4.1～R13.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				年度剰余額があった場合、Eの数値を記載、年度欠損額があった場合、前事業年度に算定した数値を記載 ネンド ジョウヨガク バアイ スウチ キサイ ネンド ケッソンガク バアイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を６０円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン エン シュトク																										50								10																																								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																								50								10																																								円 エン







ローリングの図
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ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15		R16		R17

				単年度収支 タンネンド シュウシ		-1,000,000		500,000		-500,000		-500,000		-500,000		4,500,000		-500,000		0		-100,000		-500,000		-500,000



				↓各事業年度における通算後の額 （翌事業年度への繰り越し額) カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ガク ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		-1,000,000

				R8		-500,000		0

				R9		-500,000		0		-500,000

				R10		-500,000		0		-500,000		-500,000

				R11				0		-500,000		-500,000		-500,000

				R12				0		0		0		0		2,000,000

				R13						0		0		0		1,500,000		0

				R14								0		0		1,500,000		0		0

				R15										0		1,400,000		0		0		0

				R16												900,000		0		0		0		0

				R17												400,000		0		0		0		0		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20
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変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7																				0																円 エン

						b		R8																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9																				0																円 エン				-500,000																円 エン				0																円 エン

						d		R10																				0																円 エン				-500,000																円 エン				0																円 エン

						e		R11																				0																円 エン				-500,000																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						1,000										円 エン				1,100										円 エン

						費用化済資産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		50								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						200										円 エン				350										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						1,300										円 エン				1,400										円 エン				A										円 エン				B		100								円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

																		A										円 エン				C										円 エン								D										円 エン						通算額 ツウサン ガク																																										円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																																										円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										a								ｂ								ｃ								ｄ								e

						☑												B		100								円 エン				F		100								円 エン								G		0								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										0								0								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										100								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										-100								0								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得等に充てることで解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク トウ ア カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										-100								0								0								0								0								0								円 エン				👈				年度剰余額がある場合、a-eの残存剰余額とDを記載、年度欠損額がある場合、Gで計算したa-eを記載（「暫定残存剰余額（D）」の欄は0）。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク キサイ ネンド ケッソンガク バアイ ケイサン キサイ ラン

				I		解消額 カイショウ ガク										50								10								0								0								0								0								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										-150								-10								0								0								0								0								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				-150																円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		R8.4.1～R9.3.31																				-10																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12.4.1～R13.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				年度剰余額があった場合、Eの数値を記載、年度欠損額があった場合、前事業年度に算定した数値を記載 ネンド ジョウヨガク バアイ スウチ キサイ ネンド ケッソンガク バアイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を６０円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン エン シュトク																										50								10																																								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																								50								10																																								円 エン







ローリングの図
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ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15

				単年度収支 タンネンド シュウシ		15		-5		-3		5		-6		-10		-1		-1		5



				↓各事業年度における通算後の（翌事業年度への繰り越し）額 カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		15

				R8		10		0

				R9		7		0		0

				R10		7		0		0		5

				R11		1		0		0		5		0

				R12		0		0		0		0		0		-4

				R13				0		0		0		0		-4		-1

				R14						0		0		0		-4		-1		-1

				R15								0		0		0		0		-1		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20






変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				150																円 エン

						b		R8.4.1～R9.3.31																				300																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						10,000,000										円 エン				5,500,000										円 エン

						減価償却費に係る調整（経常費用の控除対象） カカ チョウセイ ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		500,000								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						2,000,000										円 エン				3,500,000										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																500,000										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																500,000										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						13,000,000										円 エン				8,500,000										円 エン				A		4,500,000								円 エン				B										円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

																		A										円 エン				C										円 エン								D										円 エン						通算額 ツウサン ガク																																										円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																																										円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										a								ｂ								ｃ								ｄ								e

						☑												B		0								円 エン				F		100								円 エン								G		(100)								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										150								300								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										100								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										50								300								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得等に充てることで解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク トウ ア カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										50								300								0								0								0								0								円 エン				👈				年度剰余額がある場合、a-eの残存剰余額とDを記載、年度欠損額がある場合、Gで計算したa-eを記載（「暫定残存剰余額（D）」の欄は0）。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク キサイ ネンド ケッソンガク バアイ ケイサン キサイ ラン

				I		解消額 カイショウ ガク										50								10								0								0								0								0								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										0								290								0								0								0								0								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				0																円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		R8.4.1～R9.3.31																				290																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12.4.1～R13.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				年度剰余額があった場合、Eの数値を記載、年度欠損額があった場合、前事業年度に算定した数値を記載 ネンド ジョウヨガク バアイ スウチ キサイ ネンド ケッソンガク バアイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を６０円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン エン シュトク																										50								10																																								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																								50								10																																								円 エン







ローリングの図

				R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15

		R7		赤字 アカジ

		R8

		R9

		R10

		R11

		R12

		R13

		R14

		R15

				R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15

		R7		黒字 クロジ

		R8

		R9

		R10

		R11

		R12

		R13

		R14

		R15





ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15		R16		R17		R18

				単年度収支 タンネンド シュウシ		-20		10		-5		8		1		10		5		-2		-1		-1		-4		-1



				↓各事業年度における通算後の額 （翌事業年度への繰り越し額) カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ガク ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		-20

				R8		-10		0

				R9		-10		0		-5

				R10		-2		0		-5		0

				R11		-1		0		-5		0		0

				R12				0		0		0		0		5

				R13						0		0		0		5		5

				R14								0		0		3		5		0

				R15										0		2		5		0		0

				R16												1		5		0		0		0

				R17												0		2		0		0		0		0

				R18														1		0		0		0		0		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20
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変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				150																円 エン

						b		R8.4.1～R9.3.31																				300																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						1,000										円 エン				1,100										円 エン

						減価償却費に係る調整（経常費用の控除対象） カカ チョウセイ ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		50								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						200										円 エン				350										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						1,300										円 エン				1,400										円 エン				A										円 エン				B		100								円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

																		A										円 エン				C										円 エン								D										円 エン						通算額 ツウサン ガク																																										円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																																										円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										R7.4.1～R8.3.31								R8.4.1～R9.3.31								R9.4.1～R10.3.31								R10.4.1～R11.3.31								R11.4.1～R12.3.31

						☑												B		100								円 エン				F		100								円 エン								G		0								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										150								300								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										100								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										50								300								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得等に充てることで解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク トウ ア カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										50								300								0								0								0								0								円 エン				👈				年度剰余額がある場合、a-eの残存剰余額とDを記載、年度欠損額がある場合、Gで計算したa-eを記載（「暫定残存剰余額（D）」の欄は0）。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク キサイ ネンド ケッソンガク バアイ ケイサン キサイ ラン

				I		解消額 カイショウ ガク										50								10								0								0								0								0								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										0								290								0								0								0								0								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				0																円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		R8.4.1～R9.3.31																				290																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12.4.1～R13.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				年度剰余額があった場合、Eの数値を記載、年度欠損額があった場合、前事業年度に算定した数値を記載 ネンド ジョウヨガク バアイ スウチ キサイ ネンド ケッソンガク バアイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										R7.4.1～R8.3.31								R8.4.1～R9.3.31								R9.4.1～R10.3.31								R10.4.1～R11.3.31								R11.4.1～R12.3.31								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を100万円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン マン エン シュトク																																																																		1,000,000								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																																																																1,000,000								円 エン







A（別様 充実資金） ※簡易版





				公１ コウ				特定費用準備資金A トクテイ ヒヨウ ジュンビ シキン

				内容 ナイヨウ																										バロック展のための準備（絵画レンタル料等） テン ジュンビ カイガ リョウ トウ

				取崩額 トリクズシガク																				○○円 エン																				残高 ザンダカ																				○○円 エン



				公１ コウ				資産取得資金B シサン シュトク シキン

				内容 ナイヨウ																										バロック展のための絵画取得 カイガ シュトク

				取崩額 トリクズシガク																				○○円 エン																				残高 ザンダカ																				○○円 エン



				公１ コウ				特定費用準備資金C トクテイ ヒヨウ ジュンビ シキン

				内容 ナイヨウ																										キュレーター育成のための準備 イクセイ ジュンビ

				取崩額 トリクズシガク																				○○円 エン																				残高 ザンダカ																				○○円 エン





				公２ コウ				特定費用準備資金D トクテイ ヒヨウ ジュンビ シキン

				内容 ナイヨウ																										設立10周年コンサートの実施 セツリツ シュウネン ジッシ

				取崩額 トリクズシガク																				○○円 エン																				残高 ザンダカ																				○○円 エン





				1				事業実施 ジギョウ ジッシ										☑				又は マタ				資産取得等 シサン シュトク トウ										□

				内容 ナイヨウ																										バロック展のための準備（絵画レンタル料等） テン ジュンビ カイガ リョウ トウ



				2				事業実施 ジギョウ ジッシ										☑				又は マタ				資産取得等 シサン シュトク トウ										□

				内容 ナイヨウ																										キュレーター育成のための準備 イクセイ ジュンビ



				3				事業実施 ジギョウ ジッシ										□				又は マタ				資産取得等 シサン シュトク トウ										☑

				内容 ナイヨウ																										ポップアートの取得 シュトク



				4				事業実施 ジギョウ ジッシ										☑				又は マタ				資産取得等 シサン シュトク トウ										□

				内容 ナイヨウ																										設立10周年コンサートの実施 セツリツ シュウネン ジッシ



				公益充実資金 コウエキ ジュウジツ シキン

				取崩額 トリクズシガク																				○○円 エン																				残高 ザンダカ																				○○円 エン







ローリングの図

				R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15

		R7		赤字 アカジ

		R8

		R9

		R10

		R11

		R12

		R13

		R14

		R15

				R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15

		R7		黒字 クロジ

		R8

		R9

		R10

		R11

		R12

		R13

		R14

		R15





ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15		R16		R17		R18

				単年度収支 タンネンド シュウシ		-20		10		-5		8		1		10		5		-2		-1		-1		-4		-1



				↓各事業年度における通算後の額 （翌事業年度への繰り越し額) カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ガク ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		-20

				R8		-10		0

				R9		-10		0		-5

				R10		-2		0		-5		0

				R11		-1		0		-5		0		0

				R12				0		0		0		0		5

				R13						0		0		0		5		5

				R14								0		0		3		5		0

				R15										0		2		5		0		0

				R16												1		5		0		0		0

				R17												0		2		0		0		0		0

				R18														1		0		0		0		0		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20






変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				150																円 エン

						b		R8.4.1～R9.3.31																				300																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						1,000										円 エン				1,100										円 エン

						減価償却費に係る調整（経常費用の控除対象） カカ チョウセイ ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		50								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						200										円 エン				350										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						1,300										円 エン				1,400										円 エン				A										円 エン				B		100								円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

						☑												A		4,500,000								円 エン				C		1,500,000								円 エン								D		3,000,000								円 エン						通算額 ツウサン ガク																		5000000								5000000								5000000								円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																		0								0								0								円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										a								ｂ								ｃ								ｄ								e

						□												B		0								円 エン				F		0								円 エン								G		0								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										0								0								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										0								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										0								0								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得に充てること等（※）で解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】（※）その他、コロナ禍における運転資金不足による借入金の元本返済等に充てた場合等 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク ア トウ カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ ホカ トウ



																R7.4.1～R8.3.31								R8.4.1～R9.3.31								R9.4.1～R10.3.31								R10.4.1～R11.3.31								R11.4.1～R12.3.31								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										0								0								0								0								0								3,000,000								円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク										0								0								0								0								0								1,000,000								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										0								0								0								0								0								2,000,000								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				0																円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		R8.4.1～R9.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12.4.1～R13.3.31																				2000000																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				年度剰余額があった場合、Eの数値を記載、年度欠損額があった場合、前事業年度に算定した数値を記載 ネンド ジョウヨガク バアイ スウチ キサイ ネンド ケッソンガク バアイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を６０円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン エン シュトク																										50								10																																								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																								50								10																																								円 エン







ローリングの図
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ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15		R16		R17		R18

				単年度収支 タンネンド シュウシ		-20		10		-5		8		1		10		5		-2		-1		-1		-4		-1



				↓各事業年度における通算後の額 （翌事業年度への繰り越し額) カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ガク ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		-20

				R8		-10		0

				R9		-10		0		-5

				R10		-2		0		-5		0

				R11		-1		0		-5		0		0

				R12				0		0		0		0		5

				R13						0		0		0		5		5

				R14								0		0		3		5		0

				R15										0		2		5		0		0

				R16												1		5		0		0		0

				R17												0		2		0		0		0		0

				R18														1		0		0		0		0		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン

		6

		7

		8

		9

		10

		11

		12

		13

		14

		15

		16

		17

		18

		19

		20
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変更履歴

				変更履歴 ヘンコウ リレキ

				No		V/R		変更日付 ヘンコウ ヒヅケ		変更箇所 ヘンコウ カショ		変更内容 ヘンコウ ナイヨウ		備考 ビコウ

				1		V00R04		4/6/17		シート追加 ツイカ		流用元：A1-1レイアウト_V00R03（B(5)追加版）
　　　　　A2-1レイアウト_V00R02

				2		V00R05		4/19/17		シート追加 ツイカ		別紙３　１．事業の一覧　を追加

				3		V01R01		10/23/17		修正 シュウセイ		・9/17、10/3内閣府様ご指摘箇所を適用 ナイカク フ サマ シテキ カショ テキヨウ

				4		V01R03		8/28/18		修正 シュウセイ		・【別表B(5) 公益目的事業比率算定に係る計算表】その１の「Ⅷ　財産の譲渡損等の額」の「データ入力規則」（整数-1以上）を削除

				5		V01R10		10/10/18		マスタ作成 サクセイ		-

				6		V01R11		10/25/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シート「利益の繰入割合」プルダウンの文字種別をパーセンテージから文字列に修正 リエキ クリイレ ワリアイ モジシュ ベツ モジレツ シュウセイ

				7		V01R13		11/12/18		修正 シュウセイ		B(５)シート
・Ⅳ　無償の役務の提供等に係る費用額（別表B(4)より）
・Ⅶ　引当金の取り崩し額(マイナス額で記載してください）

上記について、行数設定のcount関数を設定 ジョウキ セッテイ

				8		V01R14		11/15/18		修正 シュウセイ		A(2)シート
\C2_1.22.26、\C2_1.22.27、\C2_1.22.28、\C2_1.22.29のセルの表示形式を
日付から通貨に変更 ヒョウジ ケイシキ ヒヅケ ツウカ ヘンコウ

				9		V01R15		11/28/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　ホームページの有無を転記（$）形式に修正 ウム

				10		V01R16		11/28/18		追加 ツイカ		表紙、任意作成に丸印を入れる項目追加 ヒョウシ ニンイ サクセイ マルジルシ イ コウモク ツイカ

				11		V01R17		11/29/18		追加 ツイカ		上記項目の名前付けを追加 ジョウキ コウモク ナマエ ヅ ツイカ

				12		V01R18		11/30/18		修正 シュウセイ		・2-1シート
　代表者の氏名を「事業報告等に係る提出書」から転記に修正 ダイヒョウシャ シメイ ジギョウ ホウコク トウ カカ テイシュツ ショ テンキ

				13		V01R19		12/4/18		修正 シュウセイ		・選択項目　ブランク/○からブランク/レに変更
　対象シート「役員等名簿」「C(2)」
・会計監査人設置の有無
　リスト「設置」「不設置」から「有」「無」に変更
　対象シート「2-2(社団)」「2-2(財団)」

				14		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		C(2)シート
条件付き必須の削除 ジョウケンツ ヒッス サクジョ

				15		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「A(1)」「A(2)」シート、n行複写の行数カウント(=COUNTA)セル位置を変更 ギョウ フクシャ ギョウスウ イチ ヘンコウ

				16		V01R20		12/7/18		修正 シュウセイ		「役員等名簿」シート、条件付き書式と設定用の数式を修正 ヤクイン ナド メイボ ジョウケンツ ショシキ セッテイ ヨウ スウシキ シュウセイ

				17		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「A(2)」シート、印刷設定を白黒にする インサツ セッテイ シロクロ

				18		V01R21		12/10/18		修正 シュウセイ		「B(1)」シートにて「B(5)」シートを参照しているセルの参照先を修正

				19		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		シートA(1)A(2)のAB列の数字を上下中央揃えに統一

				20		V01R22		12/12/18		修正 シュウセイ		「2-2(社団)」「2-2財団」シート「会員の数」入力規則を1以上から0以上に変更 シャダン ザイダン カイイン カズ ニュウリョク キソク イジョウ イジョウ ヘンコウ

				21		V01R23		12/14/18				ファイルプロパティ消去 ショウキョ

				22		V01R24		12/17/18		修正 シュウセイ		「B(5)」シート合計欄の計算式が消えている箇所を修正 ゴウケイ ラン ケイサン シキ キ カショ シュウセイ

				23		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		・「A(3)」シート入力チェック判定式を修正
・「1-2(社団)」「1-2(財団)」シート、会計監査人設置の有無リスト内容変更対応 ニュウリョク ハンテイ シキ シュウセイ

				24		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「C(1)シート」No23 中央ぞろえから右揃えに修正 チュウオウ ミギゾロ シュウセイ

				25		V01R25		12/18/18		修正 シュウセイ		「別紙1」シートNo16,No17 条件式修正
 "50%","５０％"両方に対応※現行が全角の為 ベッシ ジョウケン シキ シュウセイ リョウホウ タイオウ ゲンコウ ゼンカク タメ

				26		V01R26		12/24/18		修正 シュウセイ		「A(1)」シートNo25,No26 書式をユーザ定義(日付型)から通貨型に修正 ショシキ テイギ ヒヅケ ガタ ツウカガタ シュウセイ

				27		V01R27		12/26/18		修正 シュウセイ		行追加様式を全て2行化
「役員等名簿」シートの「○」を「レ」に変更 ヤクイン

				28		V01R28		12/28/18		修正 シュウセイ		目次シートの無効な参照を修正 モクジ ムコウ サンショウ シュウセイ

				29		V01R29		1/9/19		修正 シュウセイ		2-2(社団)シート
・（代議員制を採用している場合）社員（代議員）を選出する会員の数の入力規則を1⇒0に修正

				30		V01R30		1/11/19		修正 シュウセイ		A(1)、A(2)シート
第7欄のプロテクト解除 ダイ ラン カイジョ

				31		V01R31		1/14/19		修正 シュウセイ		A(1)シート BB36セルの必須入力判定式(収入-費用>0)を削除(C(5)ブックからの転記前のため) ヒッス ニュウリョク

				32		V01R32		1/15/19		修正 シュウセイ		別紙1シート　No.18のセル書式(表示形式)をユーザ定義(G/標準;G/標準;)から(;;)に変更(256バイト以上の文字をセル参照できない事象対応のため) ベッシ ショシキ ヒョウジ ケイシキ テイギ ヒョウジュン ヒョウジュン ヘンコウ イジョウ モジ サンショウ ジショウ タイオウ

				33		V01R33		1/16/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを修正
2-2(財団)シート、社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				34		V01R34		1/17/19		修正 シュウセイ		2-3(財団)シート、見出しを社員総会⇒評議員会に修正 ザイダン ミダ シャイン ソウカイ ヒョウギイン カイ シュウセイ

				35		V01R35		1/24/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				36		V01R36		1/28/19		修正 シュウセイ		B(5)シートの合計セルを再修正 ゴウケイ サイ シュウセイ

				37		V01R37		2/4/19		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの都道府県、市区町村番地等をダウンロード時文字列置換から「2-1」シートの都道府県、市区町村番地等を参照するように変更 ベッシ トドウフケン シク チョウソン バンチ ナド ジ モジレツ チカン サンショウ ヘンコウ

				38		V01R38		2/7/19		修正 シュウセイ		「C(2)シートの番号欄の入力規則を整数(1～99)から整数(1～200)に変更
目次のAV52セルの計算式を修正 バンゴウ ラン ニュウリョク キソク セイスウ セイスウ ヘンコウ

				39		V01R39		2/19/19		修正 シュウセイ		表紙コメント修正、目次28,29行目のNG判定式修正、、A(1)35行目の余剰金→剰余金に修正、C(1)・C(1)基金39～47行の31欄～39欄の計算式修正 キキン

				40		V01R40		2/26/19		修正 シュウセイ		「C(1)」,「C(1)」基金シートの欄外(BA45～47,BB46～47)の計算式を修正

				41		V01R41		3/1/19		修正 シュウセイ		C(2)シートの様式転記セルの書式を「G/標準;G/標準;」から「標準」に変更

				42		V01R42		3/11/19		修正 シュウセイ		表紙
事業年度の「年度報告」→「年度」
コメント、
「【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。
コメント、「該当がない場合には、「0」を入力してください。」を追加。
表紙中別ファイルの数記載部分に、簡単なファイル名の案内を追加。
A(3)、C(2)のコメント、「該当する場合は「○」を選択してください。該当しない場合は空欄のままにしてください。」を追加。

目次
表紙の選択がNG判断に反映されるよう、A(1)とA(2)、C(1)とC(1)基金の部分の条件式を修正。
エラーチェックのコメント、「表紙で「○」をつけて選択している様式（シート）でNGとなっているものを御確認ください。」を追記。

事業報告等に係る提出書
コメント、
「申請日を入力してください。

【入力書式】
西暦/月/日を、半角数字で「yyyy/mm/dd」の書式で入力してください。
　↓
和暦表示になります。」
に修正。


												役員等名簿
１．評議員の表のコメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下同じ。）」
を追記。

役員等名簿（閲覧用）
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（前シート「役員等名簿」を参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

別紙１
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
33行目、公益目的事業比率、白→黄色

2-1
「法人の名称」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した名称と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。
「代表者の氏名」にコメント、「事業報告等に係る提出書に記載した代表者と異なる場合には、直接記載してください。」を追記。



												2-2（社団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
社員総会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

2-2（財団）
２行目のエラーチェック、表紙の○付けを反映するよう条件を追加。
評議員会等の開催状況等、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追記。

3-1
コメント、
「本シートは、システムで自動転記しますので、記載は不要です。
（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。


												
A(1)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同10欄、コメント、
「10欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

A(2)
２．第二段階の表７欄（収入、費用とも）、黄（自動計算）→水色（任意入力：ただし計算式あり）
同コメント「一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。」を追加。
同11欄、12欄コメント、「11欄、12欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

B(5)
コメント、
「本シートは、次シートB(5)の入力の内容が自動計算で反映されます。」
を追記。



												C(1)、C(1)基金
19欄、23欄、コメント、
「19欄及び23欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（対応する別ファイルがある場合、それを参考にして、「様式チェック（NGなし）」となった時点で、システムが自動転記します。」
を追記。

C(2)
１表、コメント、
「本シート中、「共用割合」を記載する場合は、小数点以下第１位までとしてください。（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。
同、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）（以下２、５、６表で同じ。）」
を追記。


												D
表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）」
を追加。

H(2)
１．(1)表、コメント、
「【行追加・行削除に当たってのご注意】
1.各表の記載欄の第１行目を削除しないでください。また、第１行目をコピー元としないでください。
2.行を追加する場合、第２行目をコピー元として、２行目以降において「コピーしたセルを挿入(E)」を行ってください。（電子申請マニュアル1-63ページ参照）
（以下同じ。）」

				43		V01R43		3/12/19		修正 シュウセイ		C(1)シートの39欄右側の式を追記(前回修正時に削除されていた) ラン ミギガワ シキ ツイキ ゼンカイ シュウセイ ジ サクジョ

				44		V01R44		3/27/19		修正 シュウセイ		表紙シートの別紙２　２．（１）社団用の初期値○をなし(空白)に変更 ヒョウシ ベッシ シャダン ヨウ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				45		V01R45		4/1/19		修正 シュウセイ		表紙シートのC（２）の初期値をなし(空白）から〇に変更
Listシートの年号の「新年号」を「令和」に変更 ヒョウシ ショキ アタイ クウハク ヘンコウ

				46		V01R46		4/4/19		修正 シュウセイ		別紙２(2-1シート)
　既存のコメントの修正（２か所）、新規コメントの追加

				47		V01R47		4/12/19		修正 シュウセイ		・表紙の年度欄(P12セル)に"1"が入力された場合、"元"と表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2019/5/1～2019/12/31の場合、年部分を固定で「令和元年」表示するように条件付き書式を設定
・日付項目が2020/1/1～2020/12/31の場合、年部分を固定で「令和2年」表示するように条件付き書式を設定
・元年表示となるコメントを追記

				48		V01R47		4/26/19		修正 シュウセイ		表紙のＣ（２）の選択を「○」を初期値に変更 ヒョウシ センタク ショキ アタイ ヘンコウ

				49		V01R48		5/14/19		修正 シュウセイ		H(2)シートのN46セルの誤字を修正(「運用益断の内容」→「運用益等の内容」) ゴジ シュウセイ ウンヨウ エキ ダン ナイヨウ ウンヨウ エキ ナド ナイヨウ

				50		V01R49		5/23/19		修正 シュウセイ		H(1)シートの36行目の誤字を修正(「所得財産残額」→「取得財産残額」) ギョウメ ゴジ シュウセイ ショトク ザイサン ザンガク シュトク ザイサン ザンガク

				51		V01R50		6/4/19		修正 シュウセイ		ブック保護設定漏れ、別紙1シート保護設定漏れ ホゴ セッテイ モ ベッシ ホゴ セッテイ モ

				52		V01R51		7/3/19		修正 シュウセイ		「2-2(財団)」シートのBB30～BB33セルの判定式を修正(社員総会→評議員会)

				53		V01R52		8/19/19		修正 シュウセイ		C(2)のAG9、AG36セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				54		V01R53		8/21/19		修正 シュウセイ		A(3)のAP23、AP40セル内容変更　帳簿価格　→　帳簿価額 ナイヨウ ヘンコウ カカク

				55		V01R54		2019/8/9
2019/8/21(53,54の修正を先に反映)
2019/9/19 シュウセイ サキ ハンエイ		修正 シュウセイ		「別紙1」シートの2(5),(6)のC(1)からの転記を、表紙でC(1)基金が選択されている場合にはC(1)基金から転記するよう条件追加
　(５)　資産、負債及び正味財産の額
資産額　='C(1)'!$T$24→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$T$24,'C(1)'!$T$24)
負債額　='C(1)'!$AS$18→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$18,'C(1)'!$AS$18)
正味財産額　='C(1)'!$AS$23→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$AS$23,'C(1)'!$AS$23)
　(６)　遊休財産額
遊休財産額の保有上限額　='C(1)'!$W$49→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$49,'C(1)'!$W$49)
遊休財産額　='C(1)'!$W$50→IF(表紙!AS39="○",'C(1)基金'!$W$50,'C(1)'!$W$50)

「C(1)」および「C(1)基金」シートの51行目42欄の式を変更する
　=IF(W49-W50>0,"適合","不適合")　→　=IF(W49-W50>=0,"適合","不適合")

「H(1)」シートの25行目誤字を修正
　8欄　公益目的保有財産の運営益等　→　運用益等

「表紙」シートの事業年度の元号選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

----2019/9/19
「C(2)」シートの注記の※2を削除し、※1を※に変更 ベッシ テンキ ヒョウシ キキン センタク バアイ キキン テンキ ジョウケン ツイカ キン シキ ヘンコウ ギョウメ ゴジ シュウセイ ヒョウシ ジギョウ ネンド ゲンゴウ センタク ラン ジゼン ニュウリョク コウモク センタク ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジレツ ニュウリョク フカ チュウキ サクジョ ヘンコウ

				56		V01R55		2019/10/10

2019/10/23

2019/10/25

2019/10/30

2019/11/6

2019/11/8		修正 シュウセイ		「表紙」シートの事業年度のチェック追加
B2 =IF(OR(COUNTA(M12,P12,O14,O16,V20,V22,V24)<>7,SUM(BA:BA)>0),"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",IF(BB12>0,"事業年度と日付(自)が合致しません",IF(BB14>0,"事業年度(自／至)が1年間ではありません","")))
BB12　=IF(OR(AND(M12="平成",P12=YEAR(O14)-1988),AND(M12="令和",P12=YEAR(O14)-2018)),0,1)
BA12　=IF(COUNTA(M12,P12,O14,O16)<>4,1,0)
BA20　=IF(COUNTA(V20,V22,V24)<>3,1,0)
条件付き書式の色変更、(赤)B2に文字があった時→(赤)未入力の時、(ピンク)事業年度のチェック時
コメントの追加：本書類は過年度の報告です。
「表紙」シート説明文中
公益事業の数の欄の説明に「（対の数を記入）」を追記
C(4)収益の説明文の不要なカッコを削除

「目次」シートのNGチェック修正
AV7　=IF(表紙1!B2="","","NG")　 =IF(SUM(表紙!BA:BA)>0,"NG","")

「役員等名簿」シートの常勤非常勤選択欄、事前入力項目選択欄のデータの入力規則から、「空白を無視する」を解除→任意文字列入力を不可にする

------2019/10/23
「B5」シートの右側　収1から他3までの項目名(S10～Z10)を編集可能とし、下表は同項目名を参照するよう変更。
コメントの追加：収1から他3までの項目名は変更可能です。

------2019/10/25
「C(1)」シートのエラーチェックの条件式の誤り修正
=IF(表紙!AW39=""　　　　→　　=IF(表紙!AS39=""

------2019/10/30
「別紙1」シートの収益事業等から生じた利益の繰入割合欄の入力規則の「空白を無視する」を解除、さらに収入の額、費用の額の欄から全角文字入力されたケースを除去
=IF(OR(Q25="50%",Q25="５０％"),'A(1)'!$AD$31,IF(OR(Q25="50%超",Q25="５０％超"),'A(2)'!$AD$34,0))

------2019/11/6
Ｃ(1)及びC(1)基金シートの第40欄について、事業年度が１年ではない場合の記入欄を欄外に設け、表紙に記載された事業期間が１年ではない場合に欄外の第40欄を転記するように修正し、コメントを付記

-------2019/11/8
C(1)基シートの緑＆水色の入力欄について、データの入力規則の設定が0以上となっていたものを、C(1)と同様にすべての値に訂正(マイナス入力可)
 ヒョウシ ジギョウ ネンド ツイカ ジョウケン ツ ショシキ イロ ヘンコウ アカ モジ トキ アカ ミニュウリョク トキ ジギョウ ネンド カ ホウコク ヒョウシ セツメイ ブン ナカ モクジ シュウセイ ヒョウシ ヤクイン トウ メイボ ジョウキン ヒジョウキン センタク ラン ミギ ガワ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンシュウ カノウ カヒョウ ドウ コウモク メイ ヘンコウ ツイカ シュウ ホカ コウモク メイ ヘンコウ カノウ ジョウケン シキ アヤマ シュウセイ ベッシ ラン ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ シュウニュウ ガク ヒヨウ ガク ラン ゼンカク モジ ニュウリョク ジョキョ ジギョウ ネンド ネン バアイ キニュウ ラン ランガイ モウ ヒョウシ キサイ ジギョウ キカン ネン バアイ ランガイ ダイ ラン テンキ シュウセイ キ ミドリ ミズイロ ニュウリョク ラン ニュウリョク キソク セッテイ イジョウ ドウヨウ アタイ テイセイ ニュウリョク カ



				57		V01R56		12/4/19		修正 シュウセイ		以下のシート、項目のデータの入力規則における 「空白を無視する」を解除し、任意の文字入力を防ぐ
・役員等名簿シート、代表理事
・別紙1シート、当事業年度の勧告または命令の有無
・2-2(社団)シート、会計監査人接地の有無
・2-2(財団)シート、会計監査人接地の有無
・C(1)シート、対応負債の額の計算
・C(1)基シート、対応負債の額の計算
・Dシート、保有の有無

データの入力規則の変更
・役員名簿シート、郵便番号欄→整数9999999以下 (B4-1等に合わせる)

文言の変更
C（2)シート　各表に存在した※2を削除、※1を※に変更。 イカ コウモク ニュウリョク キソク クウハク ムシ カイジョ ニンイ モジ ニュウリョク フセ ヤクイン トウ メイボ メイレイ ザイ キ ホユウ ウム モンゴン ヘンコウ カクヒョウ ソンザイ サクジョ ヘンコウ

				58		V01R57		2/12/20		修正 シュウセイ		A(2)シート
第二段階合計欄の項目名に記載の計算式を詳細に記述 ダイニ ダンカイ ゴウケイ ラン コウモク メイ キサイ ケイサン シキ ショウサイ キジュツ

				59		V01R58		2020/3/9
2020/5/12		修正 シュウセイ		表紙シート
　・年号欄コメント設定　事業年度(自)コメント修正
　・事業年度(至)の自動記入 関数追加
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック関数変更(BB14)

2-1シート
　・事業年度の自動記入
　・事業年度が1年間でない場合のエラーチェック追加(BB19)

------2020/05/12
別紙1シート
　収益事業から生じた利益の繰入割合　コメント追加、条件付き書式の変更(５０％および５０％超の場合の緑色化追加)

役員等名簿(閲覧用)シート
　改ページ位置を下方へ移動 ヒョウシ ネンゴウ ラン セッテイ ジギョウ ネンド ジ シュウセイ ジギョウ ネンド イタル ジドウ キニュウ カンスウ ツイカ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ カンスウ ヘンコウ ジギョウ ネンド ジドウ キニュウ ジギョウ ネンド ネンカン バアイ ツイカ ヤクイン トウ メイボ エツランヨウ カイ イチ カホウ イドウ

				60		V01R59		10/22/20		修正 シュウセイ		表紙シート　　データの入力規則設定
　V20(氏名)　日本語入力「オン」
　V22,24(電話番号、電子メールアドレス欄)
　　日本語入力「オフ」,　ユーザ設定の数式 =LENB(V22)=LEN(V22)
　エラーメッセージ"半角英数字で入力してください"

役員等名簿シート
　コメントの変更
　各表1行目削除がされないようA列をロック
　B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合のエラーメッセージを追加
　カタカナ入力チェックの追加

B(5)シート　データの入力規則設定
　Ⅵ,Ⅶ欄　0　より小さい
　
C(2)シート　データの入力規則設定
　AU12,14,21,23　　ユーザ設定の数式 
　エラーメッセージ　"小数点以下第一位までの数字を入力してくだい"

H(2)シート　間に行追加しないと黄色合計欄計算が合わない件の改修
　AN12,20,28,35,49,56,63,N42,U42　SUM→SUMIFに変更
　BB列の1となっていた数字を表番号の数字に変更
　
参考シート　データの入力規則設定
　C10,11,18,19　日付で <2999/12/31
　コメントの修正"西暦年/月/日の形式で入力して下さい。和暦になります。" ヒョウシ ハンカク エイスウジ ニュウリョク ヤクイン トウ メイボ ニュウリョク ツイカ ニュウリョク キソク セッテイ セッテイ スウシキ ショウスウテン イカ ダイイチ イ スウジ ニュウリョク キイロ ラン ケイサン ケン カイシュウ ヘンコウ レツ スウジ ヒョウ バンゴウ スウジ ヘンコウ サンコウ ニュウリョク キソク セッテイ ヒヅケ シュウセイ セイレキ ネン ツキ ヒ ケイシキ ニュウリョク クダ ワレキ

				61		V01R60		12/15/20		修正 シュウセイ		役員等名簿シート
　・B2に理事欄数のカウントと行数が合わない場合の式を修正(赤字部分削除)
　（データ流用の際、\C2_1.3.anchorという名前のセルが削除され、式が#VALUEになってしまうため）
=IF(OR(\C2_1.3.5+15<>ROW(\C2_1.3.16),ROW(\C2_1.3.16)+\C2_1.3.16+4<>ROW(\C2_1.3.28),ROW(\C2_1.3.28)+\C2_1.3.28+3<>ROW(\C2_1.3.anchor)),"不正な行追加があります。 (メニュー[表示]_[改ページプレビュー]でAZ～BF列を確認)",IF(SUM(BE:BF)>0,"※必須入力項目（緑色網掛け）に未入力箇所があります。",""))
　・住所欄の条件付書式のルール式の参照セルを修正
　(代表理事チェックを入れると緑になってしまう)
 ヤクイン トウ メイボ シキ シュウセイ アカジ ブブン サクジョ リュウヨウ サイ ナマエ サクジョ シキ ジュウショ ラン ジョウケン ツキ ショシキ シキ サンショウ シュウセイ ダイヒョウ リジ イ ミドリ

				62		V01R61		2020/12/25
2021/3/12		修正 シュウセイ		C(2)シート
　・共用割合の小数点1位までチェックの条件付き書式を「停止」から「注意」に変更　(シートのロックがかかっている場合、行のコピーを行うと、直上のセルの条件付き書式をコピーしてしまい、共用財産欄の書き方制約になったため)
B(5)シート
　・AD30セル、式が入っていなかったため、追記
 キョウヨウ ワリアイ ショウスウテン イ ジョウケンツ ショシキ テイシ チュウイ キョウヨウ ザイサン ラン カ カタ セイヤク シキ ハイ ツイキ

				63		V01R62		3/26/21		修正 シュウセイ		役員名簿シート　データ流用のanchor削除の解決、anchorより手前(印刷範囲外)に白色文字を挿入、B2セルの式をanchor含む式に戻した
 ヤクイン メイボ リュウヨウ サクジョ カイケツ テマエ インサツ ハンイ ガイ シロイロ モジ ソウニュウ シキ フク シキ モド

				64		V01R63		4/16/21		修正 シュウセイ		H(1)シートの14-17行目に新しいチェック欄と説明文を追加 ギョウメ アタラ ラン セツメイ ブン ツイカ

				65		V01R64		6/28/21		修正 シュウセイ		C(2)シート, H(1)シート
　・計(A)～計(F)及び合計(8ヶ所)の計算値のチェック、NGはセルをピンクに ケイ ケイ オヨ ゴウケイ ショ ケイサンチ

				66		V01R65		2021/10/12
2021/11/11		C(2)　修正 シュウセイ		C(2)シート
　・5,6の表を公益のみ・公益以外に分離し、タイトルを変更
　・5,6の表の事業番号欄を、それぞれ「公」のみ、「収、他、管」から選択に変更
　・AZ列の表番号を並び順に修正し、合計の式を対応する値に変更
　・A～Fの合計の式に増えた表の合計を追加
　・最終行に公益のみの合計欄＜参考値＞を追加　(A2-1,B3-5,B34-1,C2-1)
　・最終行の合計式を整備(A1-1,A3-1)
　・1の表、BA11,BA13の式誤り修正および改善　○→レ、0→"T"、1→"F"
　・1の表、取得時期欄の選択リストを名前で管理に変更(B3-5,B34-1,C2-1)
　・改ページ位置調整
リストシート
　・公　のみ選択可能なリストを作成し、「事業の種類１」という名前で管理 ヒョウ コウエキ コウエキ イガイ ブンリ ヘンコウ ナラ ジュン ゴウケイ シキ フ ヒョウ ゴウケイ ツイカ サイシュウギョウ コウエキ ゴウケイ ラン サンコウチ ツイカ ヒョウ シキ アヤマ シュウセイ カイゼン ヒョウ シュトク ジキ ラン センタク ナマエ カンリ ヘンコウ カイ イチ チョウセイ コウ センタク カノウ サクセイ ジギョウ シュルイ ナマエ カンリ		A1-1,A2-1,A3-1,B3-5,B34-1,C2-1共通

				67		V01R65a		3/1/23		修正 シュウセイ		C(2)、役員等名簿 、2-2(財団)、2-2(社団) シート保護解除 ホゴ カイジョ





A(50％)

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		R7.4.1～R8.3.31																				150																円 エン

						b		R8.4.1～R9.3.31																				300																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9.4.1～R10.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10.4.1～R11.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11.4.1～R12.3.31																				0																円 エン				0																円 エン				0																円 エン



						１． 公益目的事業会計全体の当該事業年度の収支比較 トウガイ ジギョウ ネンド シュウシ ヒカク

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																						1,000										円 エン				1,100										円 エン

						減価償却費に係る調整（経常費用の控除対象） カカ チョウセイ ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△		50								円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額（公益目的事業財産の取得等に係る部分を除く）を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク コウエキモクテキジギョウザイサン シュトク トウ カカ ブブン ノゾ シュウニュウ ラン																																																						200										円 エン				350										円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				収入≧費用 シュウニュウ ヒヨウ														収入＜費用 シュウニュウ ヒヨウ

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																																50										円 エン																				年度剰余額
（収入－費用）														年度欠損額
（費用－収入） ケッソン

						合計																																																						1,300										円 エン				1,400										円 エン				A										円 エン				B		100								円 エン



						２． 年度剰余額／年度欠損額と残存剰余額／残存欠損額との通算 ネンド ジョウヨ ガク ネンド ケッソン ガク ツウサン

						　年度剰余額がある場合は、残存欠損額と通算し、年度欠損額がある場合は、残存剰余額と通算します。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ケッソンガク ツウサン ネンド ケッソンガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク ツウサン

						年度剰余額が
ある場合 バアイ												年度剰余額														通算額
（残存欠損額） ツウサン																		暫定残存剰余額
（A－C） ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク																通算した残存欠損額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ケッソンガク ハッセイ ジギョウ ネンド										b								ｃ								d								e

																		A										円 エン				C										円 エン								D										円 エン						通算額 ツウサン ガク																																										円 エン

																																																																E		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク																																										円 エン



						年度欠損額が
ある場合 ケッソン バアイ												年度欠損額 ケッソン														通算額
（残存剰余額） ツウサン																		残存欠損額
（B－F） ザンゾン ケッソン ガク																通算した残存剰余額の発生事業年度 ツウサン ザンゾン ジョウヨガク ハッセイ ジギョウ ネンド										a								ｂ								ｃ								ｄ								e

						☑												B		100								円 エン				F		100								円 エン								G		0								円 エン						残存剰余額 ザンゾン ジョウヨガク										150								300								0								0								0								円 エン

																																																																		通算額 ツウサン ガク										100								0								0								0								0								円 エン

																																																																H		通算額に
残る額 ツウサン ガク ノコ ガク										50								300								0								0								0								円 エン



						３． 暫定残存剰余額又は残存剰余額の解消 ザンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク マタ ザンゾン カイショウ

						　２．の通算後に暫定残存剰余額又は残存剰余額が残る場合、その額を公益目的保有財産の取得等に充てることで解消することができる。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 ツウサン ゴ ザンテイ ザンゾン ジョウヨガク マタ ザンゾン ジョウヨガク ノコ バアイ ガク コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトク トウ ア カイショウ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク										50								300								0								0								0								0								円 エン				👈				年度剰余額がある場合、a-eの残存剰余額とDを記載、年度欠損額がある場合、Gで計算したa-eを記載（「暫定残存剰余額（D）」の欄は0）。 ネンド ジョウヨガク バアイ ザンゾン ジョウヨガク キサイ ネンド ケッソンガク バアイ ケイサン キサイ ラン

				I		解消額 カイショウ ガク										50								10								0								0								0								0								円 エン

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク										0								290								0								0								0								0								円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額

						a		R7																				0																円 エン

						b		R8																				0																円 エン				0																円 エン

						c		R9																				0																円 エン				0																円 エン

						d		R10																				0																円 エン				0																円 エン

						e		R11																				0																円 エン				0																円 エン

						ｆ		R12																				2,000,000																円 エン				0																円 エン











A(50％超) 

						下表の水色欄（■）を記載ください。黄色欄（■）は自動計算されます。 カヒョウ ミズイロ ラン キサイ キイロ ラン ジドウ ケイサン

						0．前事業年度に算定した残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 ゼン ジギョウ ネンド サンテイ ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　前事業年度から繰り越した、過去の黒字・赤字を確認します。 ゼンジギョウ ネンド ク コ カコ クロジ アカジ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン



						１． 特例算定の可否の確認 カヒ カクニン

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等をキャッシュベースで比較し、資金不足が発生する（特例収入が特例費用を上回る）場合に特例算定（収益の50％を超える繰入れ）をすることができます。 シキン ブソク ハッセイ トクレイ シュウニュウ トクレイ ヒヨウ ウワマワ バアイ トクレイ サンテイ



																																																												特例収入 トクレイ シュウニュウ														特例費用 トクレイ ヒヨウ

						公益目的事業会計の損益計算書（一般純資産に係るものに限る）の経常収益、経常費用 コウエキ モクテキ ジギョウ カイケイ ケイジョウ ヒヨウ																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費（経常費用の控除対象） コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン ケイジョウ ヒヨウ コウジョ タイショウ																																																																円 エン				△										円 エン

						公益充実資金に関する収支（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額（上限あり）を「費用」欄に記載） シュウシ トリクズシ ガク シュウニュウ ラン ジョウゲン																																																																円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に関する収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得等に関しては支出額を「費用」欄に記載） モクテキ ホユウ ザイサン シュウシ トウ																																																																円 エン														円 エン

						４年以内に生じた（b～eに係る）特例算定残存欠損額の合計額 ネン イナイ ショウ カカ ゴウケイガク																																																																円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の５０％																																										円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の５０％																																										円 エン																		（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ

						合計																																																																円 エン														円 エン				A										円 エン



						２．特例算定残存欠損額の算定 サンテイ

						　１．で計算した資金不足（A）を補填するため、収益事業等から生じた利益の50％を超えて繰り入れます。 ケイサン シキン ブソク ホテン シュウエキ ジギョウ トウ ショウ リエキ コ ク イ

								（特例費用－特例収入） トクレイ トクレイ シュウニュウ																		繰り入れた利益の50％を超える部分 ク イ リエキ コ ブブン																		特例算定暫定年度欠損額 トクレイ サンテイ ザンテイ ネンド ケッソン ガク

								A										円 エン				－														円 エン				＝				B										円 エン



						３． 残存剰余額の解消 ザンゾン カイショウ

						　特例算定を選択できる場合、当該事業年度に黒字が発生することはありませんが、残存剰余額について解消策を講じることが出来ます。【⇒解消策の内容は別様式に記載】 トクレイ サンテイ センタク バアイ トウガイ ジギョウ ネンド クロジ ハッセイ ザンゾン ジョウヨガク カイショウサク コウ デキ カイショウサク ナイヨウ ベツ ヨウシキ キサイ



																a								b								c								d								e

						解消対象となる
剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク																																																		円 エン

				I		解消額 カイショウ ガク																																																		円 エン				👈				特例算定の場合、公益目的保有財産の取得等は既に特例費用に計上されているため解消策には含まれません トクレイ サンテイ バアイ コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン シュトクナド スデ トクレイ ヒヨウ ケイジョウ カイショウ サク フク

				J		翌事業年度に繰り越す残存剰余額 ヨク ジギョウ ネンド ク コ ザンゾン ジョウヨガク																																																		円 エン



						４．当該事業年度の残存剰余額・残存欠損額・特例算定残存欠損額 トウガイ ジギョウ ネンド ザンゾン ジョウヨ ガク ザンゾン ケッソン ガク トクレイ サンテイ ザンゾン ケッソン ガク

						　翌事業年度に繰り越される黒字・赤字を基に、中期的収支均衡が図られているかを確認します。 ヨク ジギョウ ネンド ク コ クロジ アカジ モト チュウキテキ シュウシ キンコウ ハカ カクニン

						発生事業年度 ハッセイ ジギョウ ネンド																						残存剰余額																				残存欠損額																				特例算定残存欠損額

						a		2025.4.1～2026.3.31																																				円 エン																																												👈				0より大きい場合、均衡を欠くことになる オオ バアイ キンコウ カ

						b		2026.4.1～2027.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						c		2027.4.1～2028.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						d		2029.4.1～2030.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						e		2030.4.1～2031.3.31																																				円 エン																				円 エン																				円 エン

						ｆ		2031.4.1～2032.3.31																				0																円 エン																				円 エン																				円 エン

																												👆																				👆																				👆

																												Jの数値が記載 スウチ キサイ																				特例算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 トクレイ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ																				通常の算定方法の場合、前事業年度に算定した数値を記載 ツウジョウ サンテイ ホウホウ バアイ ゼンジギョウ ネンド サンテイ スウチ キサイ







A(別葉 解消策)

						３（別紙）． 解消策の内容 ベッシ カイショウ サク ナイヨウ

						解消策（剰余額の使途）及びそれにいくら充てたのか（解消額）を記載してください カイショウサク ジョウヨガク シト オヨ ア カイショウ ガク キサイ



																																		解消対象の剰余額 カイショウ タイショウ ジョウヨガク

								解消内容 カイショウ ナイヨウ																										a/G-a								b/G-ｂ								c/G-ｃ								d/G-ｄ								e/G-e								暫定残存剰余額（D）

				1				公益目的保有財産として××を６０円で取得 コウエキ モクテキ ホユウ ザイサン エン シュトク																										50								10																																								円 エン

				2																																																																														円 エン

				3																																																																														円 エン

								I		解消額合計 カイショウ ガク ゴウケイ																								50								10																																								円 エン







ローリングの図
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ローリングの図 (改)



						R7		R8		R9		R10		R11		R12		R13		R14		R15		R16		R17		R18

				単年度収支 タンネンド シュウシ		-20		10		-5		8		1		10		5		-2		-1		-1		-4		-1



				↓各事業年度における通算後の額 （翌事業年度への繰り越し額) カク ジギョウ ネンド ツウサン ゴ ガク ヨク ジギョウ ネンド ク コ ガク

				R7		-20

				R8		-10		0

				R9		-10		0		-5

				R10		-2		0		-5		0

				R11		-1		0		-5		0		0

				R12				0		0		0		0		5

				R13						0		0		0		5		5

				R14								0		0		3		5		0

				R15										0		2		5		0		0

				R16												1		5		0		0		0

				R17												0		2		0		0		0		0

				R18														1		0		0		0		0		0





以下、現行様式





A(1)

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								ERROR:#REF!

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8				69,042,458										円 エン				1,287,346										円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		10														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																						収益事業から
生じた利益の繰入額																												11														円 エン

																												その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																												12														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄～12欄)																																																		13				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン				ERROR:#REF!										円 エン

						※第二段階における剰余金の扱い

												剰余が生じる場合（収入－費用欄の数値がプラスの場合）は、その剰余相当額を公益目的保有財産に係る資産取得、改良に充てるための資金に繰り入れたり、公益目的保有財産の取得に充てたりするか、翌年度の事業拡大を行うことにより同額程度の損失となるようにしなければなりません。収入－費用欄の数値がプラスの場合、法人における剰余金の扱いの計画等を記載してください。



						収支相償がプラスとなる場合の剰余金の取扱











A(2)

				目次に戻る モクジ モド

				ERROR:#REF!



						【別紙４　法人の財務に関する公益認定の基準に係る書類について】

																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(2)  収支相償の計算(収益事業等の利益額を50％を超えて繰入れる場合)】

						　　　（公益法人認定法第５条第６号に定められた収支相償について審査します。）

						１． 第一段階（公益目的事業の収支相償）

						　法人が行う事業について、その経常収益、経常費用を比較します。

						事業 ジギョウ								経常収益計																		経常費用計																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期取崩額																		その事業に係る
特定費用準備資金の
当期積立額																		第一段階の判定
（2欄－3欄＋4欄－5欄） ラン

						区分 クブン				番号 バンゴウ				前年度に６欄がプラスの事業がある場合には当該剰余金の額を加算してください。



						1								2																		3																		4																		5																		6																										2

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

						公 オオヤケ																						円																		円 エン																		円																		円				0												円						1				0		0		1

														0														円				0														円 エン				0														円				0														円

																																																																																				プラスの事業がある場合、発生理由とこれを解消するための計画等を記入してください。



																																												理由： リユウ																																																																0

																																												計画： ケイカク

						２． 第二段階（公益目的事業会計全体の収支相償判定）

						　法人の公益目的事業会計全体に係る収入と費用等を比較します。

																																																												収入 シュウニュウ														費用 ヒヨウ

						第一段階の経常収益計と経常費用計（２欄・３欄）																																																		7				0										円 エン				0										円 エン

作成者: 一つの公益目的事業のみを実施している場合（法人が行う公益目的事業が「公1」のみの場合）には第二段階のみ記載してください。																								0

						特定の事業と関連付けられない公益目的事業に係るその他の経常収益、経常費用																																																		8														円 エン														円 エン

						７欄と８欄の合計（公益目的事業会計の経常収益計、経常費用計の額と一致しているか確認してください。）																																																		9				0										円 エン				0										円 エン

						公益目的保有財産に係る減価償却費
（経常費用額の控除対象。「費用」欄に記載してください。）																																																		10																												円 エン

						公益目的事業に係る特定費用準備資金に関する調整(別表C(5)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。） トリクズシ ガク シュウニュウ ラン																																																		11														円 エン														円 エン

作成者: 白い欄は、システムで自動転記しますので、記載は不要です。（「様式チェック（NGなし）」となった時点で、対応する別ファイルを参考にしてシステムが自動転記します。）

						公益資産取得資金に関する調整(別表C(4)より）（当期の取崩額を「収入」欄に、積立額を「費用」欄に記載してください。ただし、上限があります。）																																																		12														円 エン														円 エン

						公益目的保有財産に係る当期収支（売却に関しては売却収入額を「収入」欄に、取得に関しては支出額を「費用」欄に記載してください。）																																																		13														円 エン														円 エン

						収益事業等から
生じた利益の繰入額																								収益事業から
生じた利益の繰入額																										14														円 エン

																														その他の事業（相互扶助等事業）
から生じた利益の繰入額																										15														円 エン																				収入－費用 シュウニュウ ヒヨウ

						合計（9欄-10欄+11欄+12欄+13欄+14欄+15欄) ラン ラン ラン																																																		16				0										円 エン				0										円 エン				0										円 エン





第二段階７欄
(収入)へ

第二段階７欄
(費用)へ



A(3)

				目次に戻る モクジ モド

				



																																														事業
年度 ジギョウ ネンド						自 ジ				ERROR:#REF!														法人コード ホウジン										ERROR:#REF!

																																																				至 イタ				ERROR:#REF!														法人名 ホウジン メイ										ERROR:#REF!

						【別表Ａ(3)　第二段階・収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算】 ベッピョウ ダイ ニ ダンカイ シュウエキ ジギョウ トウ リエキ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン クリイレガク ケイサン

						　　（A(1)、A(2)の収支相償第二段階の審査の際に必要な、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額の計算に用います。）

						　　収益事業等の利益の５０％を公益目的事業へ繰入れる場合は(１)を、５０％を超えて繰入れる場合は(２)を記載してください。

						(１)　収益事業等の利益額の５０％を公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1



						(２)　収益事業等の利益額の５０％を超えて公益目的事業財産へ繰入れる場合 シュウエキ ジギョウ トウ リエキガク コ コウエキ モクテキ ジギョウ ザイサン ク イ バアイ

																																														収益事業 シュウエキ ジギョウ																その他事業
（相互扶助等事業） ホカ ジギョウ ソウゴ フジョ トウ ジギョウ

						正味財産増減計算書				収益事業等の経常収益の総額																																1																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外収益の総額																																2																円 エン																円 エン

										収益事業等の収益総額(1欄＋2欄)																																3				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等の経常費用の総額																																4																円 エン																円 エン

										収益事業等の経常外費用の総額																																5																円 エン																円 エン

										収益事業等の費用総額(4欄＋5欄)																																6				0												円 エン				0												円 エン

										収益事業等当期利益額(3欄－6欄)																																7				0												円 エン				0												円 エン

						管理費のうち収益事業・その他事業に按分される額の控除																																				8				△												円 エン				△												円 エン

						調整後の収益事業等の当期利益総額(7欄＋8欄)																																				9				0												円 エン				0												円 エン				合計 ゴウケイ

						うち、収益事業等の利益から公益目的事業財産への繰入額																																				10																円 エン																円 エン				0												円 エン

										うち実物資産を繰入れる額　※																																11																円 エン																円 エン				0												円 エン																0		0

						※実物資産を繰入れる場合は、繰入れる資産について次の欄に記載してください。 ジツブツ シサン ク イ バアイ ク イ シサン ツギ ラン キサイ

						資産の名称												場所 バショ														面積、構造、物量等														事業番号 ジギョウ バンゴウ										繰入れ後の資産の使途
（概要、使用面積、使用使途等）																												帳簿価額 チョウボ カガク																				2

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

																																														公 オオヤケ																																																		円								1

















List

		名前 ナマエ		公認会計士税理士の別		対応負債の額の計算		事業の区分2 ジギョウ クブン		年号 ネンゴウ		丸付け マル ツ		事業の区分1 ジギョウ クブン		事業の区分 ジギョウ クブン		保有の有無 ホユウ ウム		有無 ウム		利益の繰越割合 リエキ クリコシ ワリアイ		ありなし		常勤非常勤 ジョウキン ヒジョウキン				設置不設置 セッチ フ セッチ		取得時期 シュトク ジキ		チェック

		1										○

		2		公認会計士		公益法人認定法施行規則第22条第7項の方法		収 シュウ		平成 ヘイセイ				公 コウ		公 コウ		保有していない ホユウ		有 ユウ		50%		あり		常勤 ジョウキン				設置 セッチ		認定前 ニンテイ マエ		レ

		3		税理士		公益法人認定法施行規則第22条第8項の方法		他 タ		令和 レイワ						収 シュウ		保有している ホユウ		無 ナ		50%超 コ		なし		非常勤 ヒジョウキン				不設置 フ セッチ		認定後 ニンテイ ゴ

		4						管 カン								他 タ

		5														管 カン
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